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社会変革の力としての観光研究

2
0
2
4
年
、和
歌
山
大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
は
設
置
1
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
日
の
社
会
に
求
め
ら
れ
る
学
術
研
究
の
あ
り
方
、方
向
性
に
つ
い
て
、国
際
的
視
野
を
持
っ
て
議
論
、理

解
す
る
と
共
に
、観
光
学
部
・
研
究
科
に
お
け
る
研
究
を
振
り
返
り
、今
後
の
観
光
学
研
究
に
お
け
る
和
歌

山
大
学
の
役
割
を
再
確
認
し
、
博
士
後
期
課
程
修
了
生
を
中
心
と
す
る
研
究
者
の
学
術
界
へ
の
貢
献
と
特

に
、若
手
研
究
者
の
更
な
る
飛
躍
に
期
待
を
込
め
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　第1部　基調講演＆ディスカッション
変容しつづける観光に向き合う
　基調講演1 
大学と社会をつなぐインパクトある研究活動とは
Prof Graham Miller
NOVA School of Business & Economics, 和歌山大学客員教授

　基調講演 2 　
観光と共に生きる：30年にわたる変化をたどって
Prof Hazel Tucker 
University of Otago, 和歌山大学観光学部アドバイザー　

　ディスカッション
和歌山大学、観光研究への期待
司会：　 Prof Adam Doering　　和歌山大学観光学部
パネラー： Prof Graham Miller
 Prof Hazel Tucker 

　第 2部　ゲスト講演＆パネルディスカッション
変動する社会に向き合う研究活動とは
　ゲスト講演
脱領域の旅ー社会に活きる知としての観光研究
富永 京子
立命館大学産業社会学部現代社会学科

　パネルディスカッション
変革の力とは。若手研究者の視点から
司会：　 遠藤 理一　　和歌山大学観光学部
パネラー： 竹田 茉耶　　大阪観光大学
 簗田 香織　　白鴎大学 
 間中 光　　　追手門学院大学  

 佐々木 啓　　和歌山大学観光学部

会場

和歌山大学
E1-101教室  和歌山県和歌山市栄谷 930

問合先
和歌山大学大学院 観光学研究科
Tel：073-457-8547  E-Mail：kanjimu@ml.wakayama-u.ac.jp

主催　国立大学法人 和歌山大学

参加申込方法
右のQRコードより
参加申込用フォー
ムをご覧ください。


